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1.授業科目は学習するうえで効果的に配置されていた

2.専門科目において、リベラルアーツおよび専門基礎科目で学んだことが役に…

3.授業科目間で重複する内容が多かった

4.興味や関心のある科目が多く設定されていた

5.国際的視野を広げる学習内容が充実していた

6.赤十字の特徴を活かしたカリキュラムであった

7.講義・演習・実習の内容は連動していた

8.実習科目は１～５のレベルで段階的に学習を進めることができた

9.各セメスターの学習量の配分は適切であった

10.履修計画が立てやすい時間割であった

11.学生が自由に選択科目を選択することが出来るように授業科目が配置されて…

12.授業時間数は自立的学習ができるように配置されていた

13.初年時教育の科目（基礎ゼミ、文献ガイダンス、ヒトの生命現象と科学など）が…

14.ガイダンスを含む履修指導・履修相談が適切になされていた

15.履修手続きが円滑に行えるシステムが整っていた

16.シラバスと実際の授業内容が合致していた

17.専門科目の講義・演習で学んだことが、臨地実習で活かせた

18.臨地実習での実習施設・実習時期・実習期間などは適切であった

19.臨地実習の指導体制は適切であった

20.成績評価方法は、シラバスに提示している方法で行われていた

21.成績評価は納得がいく判定であった

22.自主学習ができる十分なスペースがあった

23.自主学習に活用する場所の利用時間は十分であった

24.学習に必要な教材（視聴覚教材、モデル人形、標本など）が充実していた

25.図書館の成書や雑誌および文献検索システムなどは充実していた

26.臨地実習の施設で、記録等に活用できる十分なスペースがあった

27.臨地実習の施設で、リラックスできる場所があった

28.クラス担任や卒研担当教員によるサポート（個別相談・進路相談など）は…

29.教職員は学生の関心ごとに耳を傾け、親しみやすい存在であった

30.オフィスアワーが示され、いつでも利用できる環境が作られていた

31.人間の尊厳と権利を擁護する

32.人間を総合的に理解する

33.異なる文化・価値観を持つ人々を尊重する

34.様々な状況の人々と共感的態度で接する

35.災害等の非常事態において最善の看護を実践するように努める

36.主体的な学習態度を身につけ行動する

37.論理的に分析・考察し他者にも表現する

38.ストレスに対する対処を行う

39.行動や思考を内省し自己を受容する

40.他者の多様性を受けとめ理解する

41.自己の役割を理解しチームの力の最大化に努める

42.看護の対象が直面する課題を的確にとらえて看護を実践する

43.看護の専門性を探求し自己の能力の開発に努める

卒後１年アンケート結果

非常にあてはまる 身についている

だいたいあてはまる だいたい身についている

あまりあてはまらない あまり身についていない

あてはまらない 身についていない

未回答(空欄）

ｎ＝34   (32%)

（平成29年3月卒業：105名）


